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今年度の全国学力・学習状況調査におきまして、千歳市内の状況は、すでに千

歳市公式ホームページで紹介されております。今号では特別号として、北斗中学

校生の状況を保護者や地域の皆様にお知らせいたします。 

 

【国語】全国の平均正答率と比較すると、「やや低い」という結果でした。 

 

【正答数分布グラフ】※実施人数 71人 
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 １１問〜１５問

の正答数の割合は

全国と比べてやや

少なくなっていま

す。一方、正答数

が０問〜５問の生

徒の割合に関して

は非常に多くなっ

ており、全体的に

正答数が少ない生

徒の割合が多い傾

向にあります。 

千歳市公式 HP 
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問い 

【正答率の高い問題】 

大問 3-1『物語を書くために集めた材料を取捨選択した意図を説明したものとして適切なものを選択する問題』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 

目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確

にすることができるかどうかをみる。 

【正答】 

 3 

【正答率】 

 87.3％ 

【無回答率】 

 2.8％ 

【正答した生徒の状況】 

目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確に

することができている生徒が多い。佐藤さんが、【ノートの一部】の

〈もとにする体験〉に書いた情報の中から、「最近はオンライン辞書

ばかり使っている。」と「紙の辞書を久しぶりに使った。」を取り上

げることで、〈物語を通して伝えたいこと〉である「紙の辞書を久し

ぶりに使って気付いたよさ。」をより明確に伝えようとしていること

を捉えることができている。 

 

【正答できなかった生徒の状況】 

目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確に

することに課題がある。 
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【正答率の低い問題】 

大問 3-4『表現を工夫して物語の最後の場面を書き、工夫した表現の効果を説明する問題』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の取り組み：国語科】 
 
○課題を解決していくにあたり、自分の考えをもち、それをもとにグループで「話し合う」「教
え合う」活動を積極的に取り入れることで、更に自分の考えを深められるようにします。 

 
○文章構成や表現技法、語彙といった基本的な学習事項の定着を図り、目的に沿って質問に答
えられる、自分の考えをまとめられる活動の場面を取り入れます。 

 
○様々な種類の文章を読んで理解したことを知識や体験と結び付けながら、根拠を明確にして
自分の考えを伝えられるよう「書く」活動を繰り返し行います。 

 

問い（問題文は上と同じ） 【出題の趣旨】 

表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが

伝わる文章になるように工夫することができるか

どうかをみる。 

【正答】 

 ア（あの日から数日が過ぎた。）窓から差し込 

む光を浴びながら、今日も僕はいつもの場所

で君を待っている。 

 イ「窓から差し込む光を浴びながら」のように

情景を描写することで、「僕」の期待感が印

象的に伝わる。 

【正答率】 

 35.2％ 

【無回答率】 

 25.4％ 

【正答した生徒の状況】 

表現の効果を考えて描写するなど、自分の考え

が伝わる文章になるように工夫することができて

いる。「あの日から数日が過ぎた。」に適切に続

くように、表現を工夫して物語の最後の場面を書

くとともに、工夫した表現が、「僕」の次の出番

への期待を伝える上で、どのような効果があるの

かを具体的に書くことができている。 

 

【正答できなかった生徒の状況】 

 表現の効果を考えて描写するなど、自分の考え

が伝わる文章になるように工夫することに課題が

あると言える。 
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【数学】全国の平均正答率と比較すると、「相当低い」という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答数分布グラフ】※実施人数 71人 
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【数学】領域別正答率（全国を100％としたときの指数）

北斗中【上段】

北海道公立【下段】

全国（100％）

 正答数が１２問

〜１６問の生徒の割

合が非常に少なくな

っています。５問〜

１１問の正答数の中

位層に関しては、中

位層のなかの上半分

が少なく、下半分の

割合が多くなってお

り、加えて０問〜４

問の正答数の生徒の

割合が非常に多くな

っています。（正答数

が半分以下の生徒が

約４０名） 
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【正答率が高い問題】 

大問６-（１） 

『正三角形の各頂点に○を、各辺に□をかいた図において、○に３、－５を入れるとき、その和である□に入る整数を求める問題』 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い 

 

【出題の趣旨】 

問題場面における考察の対象を明確に捉え、正の数と負の数の加法の計算ができるかどうかをみる。 

【正答】 

 －２ 

【正答率】 

 91.5％ 

【無回答率】 

 2.8％ 

【正答した生徒の状況】 

 考察の対象を明確に捉え、正の数と負の数の加法の計算ができている。 

【正答できなかった生徒の状況】以下の状況 

 ・－５と３の和を、５－３と計算したと考えられる。 

 ・－５と３の和を、－（５＋３）と計算したと考えられる。 

・－５と３の和を、５＋３と計算したと考えられる。 
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【正答率が低い問題】 

大問９-（１）および（２） 

（1）『点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分ＡＢについて同じ側に正三角形ＰＡＣとＱＣＢをつくると 

き、ＡＱ＝ＰＢであることを、三角形の合同を基にして証明する問題』 

（2）『点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分ＡＢについて同じ側に正三角形ＰＡＣとＱＣＢをつくると 

き、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの大きさについていえることの説明として正しいものを選ぶ問題』 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い（１） 

 

【出題の趣旨】 

筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる。 

【正答】（例） 

 正三角形の辺はすべて等しいから、 

ＡＣ＝ＰＣ ……① ＣＱ＝ＣＢ ……② 

正三角形の１つの内角は６０°より、 

∠ＡＣＱ＝６０°＋∠ＰＣＱ 

∠ＰＣＢ＝６０°＋∠ＰＣＱ  よって、∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ ……③ 

①、②、③より、２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから、△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ 

【正答率】 

 15.5％ 

【無回答率】 

 39.4％ 

【正答した生徒の状況】 

「ＡＣ＝ＰＣ」、「ＣＱ＝ＣＢ」、「∠ＡＣＱ＝∠ＰＣＢ」、「△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ」を記述し、それぞれ

の根拠について記述している。もしくは「△ＱＡＣ≡△ＢＰＣ」である理由を正しく記述している。 

【正答できなかった生徒の状況】以下の状況 

図形についての考察場面において、ある事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明するということ

に課題がある。また説明する際、それぞれの成り立つ事柄についてそれぞれの根拠を記述する部分に課題が

ある。 
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問い（２） 

 

【出題の趣旨】 

事象を角の大きさに着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、新たな性質を見いだすことがで

きるかどうかをみる。 

【正答】 

 ①ウ ②ウ 

【正答率】 

 11.3％ 

【無回答率】 

 5.6％ 

【正答した生徒の状況】 

 ∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和についていえることとして、点Ｃを線分ＡＢ上のどこにとっても∠ＡＱＣと∠Ｂ

ＰＣの和は６０ｰになることを捉えることができていると考えられる。 

 

【正答できなかった生徒の状況】 

 予想した事柄について成り立つ理由を筋道を立てて考えたり、問題解決の過程や結果を振り返って本質的

な条件等を見出したりする力に課題がある。 

【今後の取り組み：数学科】 
 

○授業では個人で「考える」時間を確保し、その考えを「書く」こと、「説明する」ことができ
るように粘り強く取り組み、周りと交流する活動を取り入れていきます。 

 
○３年間の学習内容の関連性を意識させて復習や振り返りを行ったり、学習内容の反復練習と
してワークから宿題を出すなど、繰り返しの演習をすることで定着を図ります。 

 
○答えだけでなく計算過程や解き方を丁寧に書くことで、どこで間違えたのか、どのように解
いていくのかを自ら気づかせるように指導していきます。 
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【北斗中学校の取り組み：全教科】 

 
 
 

◎個別思考と対話の場面を工夫・設定した授業実践を行う。 

 グループやペア形式での対話の中から自分の考えを的確に表現する力を養うことで、他者の考えから自

分の考えを深めていくような授業づくりを行う取り組みを進めています。 

     
【抜粋】生徒学習アンケート結果より（6月） ※４点満点を平均化した点数 

（４そう思う  ３ややそう思う  ２あまり思わない  ３思わない） 

質問項目 1年 2年 3年 

「話し合う」活動を通して自分の考えを他の人に伝え、他の人と共通する所や違うところを

見つけ出すことができた。 
3.56 3.33 3.62 

「話し合う」活動をすることでお互いの考えを交流でき、自分の考えを深めることができ

た。 
3.56 3.40 3.74 

ＩＣＴ機器を使って他の人との考えを比べたり、話し合うことで、自分の考えを深めること

ができた。 
3.30 3.44 3.71 

「振り返り」を記入することで、学習したことや理解ができたこと、できなかったこと、疑

問点などを確認することができた。 
3.38 3.32 3.46 

※「話し合う」活動や ICT 機器を使った取り組みに関して、肯定的な気持ちをもっている生徒が多

くいます。今後も主体的・対話的な学びを実現するための授業づくりを行います。 

 

◎教師による授業アンケートの実施と分析を行う。 

 生徒だけでなく、教師も自らの取り組みを見直すべく、各授業の取り組みについてのアンケート

を行い、結果を交流、分析して授業改善に役立てています。 

 

 

 

 

①各教科で授業の内容の『振り返り』を行う取り組みを行うことにより、生徒の記述力を養う。 

 各教科で１時間ごとの授業の『振り返り』の時間を設定し、生徒自身がその日学んだことや理解

できたことなどをシートに記入し、学習内容の記録化を適切に行うことで、次の時間への学習意欲

の喚起や記述力を養う取り組みを進めています。 

 

②ともに学び、ともに高めあう姿勢を大切にするため、「学習の心が

まえ」の５ヶ条を日常的に意識しています。 

 

③家庭学習のポイントや、各教科からの学習のアドバイスが載った

『家庭学習の手引き』を全校生徒に配布し、学校で習ったことが自

宅での学習につながる意識の向上に向けた取り組みを進めていま

す。 

＜取り組み①＞ 

『主体的・対話的な学びを実現するための授業づくり』 

＜取り組み②＞ 

『学習への意欲を高める環境づくり』 


